
開 催 日 時

自治協議会名

司会者 　前田孝也 報告者 　生中正嗣

参 加 人 数 18

　伊賀市議会議長　様

○霧生地区拠点施設について

　・基地周辺整備事業等を活用できるよう、伊賀市を窓口にしてほしいので、議会からも市へ

　　てほしい。

○自治センター化について

　・合併した時に自治センター化は決まっていることとして進めているが一方的である。いず

　・地域で、金を作れといわれてもできない。議会としても、整理して市長と掛け合ってほし

　　老朽化した市民センターがあること、交付金が具体的になっていないことなど課題を整理

　　していない。議会としても、住民の立場で自治センター化のことを考えてほしい。

　　れは自治センター化する必要はあると思うが、それまでにやることがある。例えば新築と

○中山間地域における振興策について

　・矢持の高齢化率は５４％で、いづれ消滅するのではと危機感を持っている。

　・災害時に孤立地域になるこの地区に避難所は１か所のみ。一時立ち寄り所はあるが、市民

○災害対応、避難所について

　・市単独でも危険地のデータ調査をやるべき。

　　　　　平成２６年度議会報告会２班

班長　　生中　正嗣　

出 席 議 員
記録者 　百上真奈

【主な意見・提言等】

報　　告　　書
　平成２６年１０月６日（月）　１９時３０分 ～ ２１時００分

　生中正嗣、嶋岡壯吉、百上真奈、前田孝也

開 催 場 所 　矢持地区市民センター　矢持住民自治協議会

○合併後市政１０年間の総括について

名

　・新市建設計画について検証し、議会として合併１０年間の総括をすべきではないか。

　　伊賀市もほとんどが中山間地。市単独で、中山間地域の施策があっても良いはず。

　　消滅の危機にある中山間地の振興策を市単独で取り組むよう、要望してほしい。

　　議会としても、振興策を議論し、中山間地域の振興をすすめる決議をあげてほしい。また、

○旧市町村施策の一体化について

　・市が行う説明会は支所単位で行っているが、市民は支所を越えて交流している。支所単位

　　はやめてほしい。合併して、町村時代はきめ細かくやっていたことが、今は雑になってい

　　る。議会として、一体化について検証、議論をしてほしい。

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　　センターまで寄ってこれない。照明も消えている。

　　要望してほしい。

　平成２６年１０月２３日

○道路整備について

　・森の里から腰山地内までの道が狭いので、拡げてもらえるよう市から県に強力に働きかけ

　　い。
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　・例えば、矢持地区での議会報告会であっても、青山地域全体に関わることについては報告

　平成２６年１０月６日（月） 議会報告会２班

　　　　報　　告　　書（別紙）

【主な意見・提言等】　「議会報告会のあり方」について

　矢持住民自治協議会

　　して欲しい。


